
生成AIの利用状況に関する全庁アンケート結果

調査目的：生成ＡＩの利用拡大の取組の参考とするため

調査対象：全職員（警察職員及び会計年度任用職員は除く）

調査方法：庁内HPでアンケート実施

実施期間：令和５年８月９日～８月３１日

回答数：４２４
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Ｑ．試行期間中、生成AIを業務で利用しましたか？

利用した

158 

(37%)

未利用

266 

(63%)

N=424
N=158

Ｑ．試行期間中に業務で利用した生成AIのサービス
（複数回答）※利用した職員（１５８名）にのみ質問
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業務効率化の実感と活用事例の状況

○利用者の約７割は業務効率化を実感した

○利用された業務に対し、業務効率化の実感率が高かった業務は
VBAやプログラミングコードの作成(約９割)、Excel関数の作成(約７割)、文章の要約（約７割）であった

○一方、業務効率化の実感率が低調だった業務は、事例の情報収集（約４割）であった
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Ｑ．生成AIの利用により、業務が効率化された実感は
ありましたか？※利用した職員（１５８名）のみに質問

○｢利用業務｣と｢利用で効率化を実感した業務｣の比較
※利用した職員（１５８名）のみに質問（複数回答）

効率化を実感

した 43 

(27%)

やや効率化を

実感した

63 

(40%)

あまり効率化を

実感しなかった

25 

(16%)

効率化を実感しな

かった 10 (6%)

わからない, 

17 (11%)

※計106(67.1％)
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3 (30%)

9 (53%)

14 (67%)

33 (89%)

25 (66%)

28 (70%)

32 (70%)

31 (65%)

25 (40%)

41 (56%)

その他

文書の和訳又は外国語訳

事例以外の情報収集

パソコンの操作方法相談

VBAやプログラミングコードの作成

課題出し・課題の整理

文章の要約

Excel関数の作成

文書作成補助

事例の情報収集

アイディア出し

効率化を実感した

利用した

※（）内は「利用した」の回答数
に対する「効率化を実感した」
の回答数の割合

N=158

N=158
約７割が

効率化を実感



利用者が効率化を実感できなかった要因 及び 未利用者が使わなかった理由

○利用者が業務効率化を実感できなかった要因は「思うような回答が引き出せない」が最も多かった

○未利用者が利用しなかった理由は「自分の業務には活用できないと感じた」が最も多かった
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○効率化をあまり実感できなかった要因（複数回答）
※利用した職員の内、業務効率化について、「あまり効率化を実感しな
かった」「効率化を実感しなかった」と答えた職員（３５名）のみに質問

○生成AI を全く利用しなかった理由（複数回答）
※利用しなかった職員（２６６名）のみに質問
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その他（具体的に）

アカウントの作成方法がわからなかった

（ChatGPTやGoogle Birdは、）アカウント

を個人で作成しなければならないことに抵

抗を感じた

利用方法がわからなかった

通常業務が忙しいため、試す時間がとれて

いない

自分の業務には活用できないと感じた
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11 

11 

29 

0 10 20 30 40

その他（具体的に）

自分の業務の中でどのように活用す

れば効果的かわからない

内部向けの資料にしか使用できない

ため、利用できる範囲が限られてい

る

公開情報しか入力できないため、入

力できる範囲が限られている

思うような回答が引き出せない

N=35

N=266



業務利用にあたっての課題

○生成AIの業務利用における課題として最も多かったのは「誤った回答を生成することがある」

○今後利用範囲を拡大するために必要なこととして最も多かったのは「生成AI特有の誤情報が含まれているこ
とを前提として利用ルールを整えていくこと」であり、回答者の６割以上が必要性を感じている
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○生成AIを実際に業務に利用する場合、特に課題として感
じているもの（複数回答）※全員（４２４名）に質問

○生成AIの業務利用の範囲を拡大していくに当たり、どの
ようなことが必要と考えるか（複数回答）

17 (4%)

27 (6%)

48 (11%)

55 (13%)

67 (16%)

88 (21%)

146 (34%)

265 (63%)
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特に課題はない

わからない

その他（具体的に）

（生成AIに頼ることによる）職員の能力の低下

個人情報の保護の観点から懸念がある

生成物を利用することで、著作権侵害をしてし

まう懸念がある

入力情報が学習データとして使用されることに

よって機密情報等が漏洩する懸念がある

誤った回答を生成することがある

※（）内は、全体の
回答者数に対し、
当該項目を選択し
た数の割合 4 (1%)

11 (3%)

33 (8%)

180 (42%)

183 (43%)

230 (54%)

231 (54%)

278 (66%)
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特にない

わからない

その他（具体的に）

効果的な質問方法など、利用方法の情報提

供を増やしていく

業務に活用できる事例がわからないため、

活用事例の情報提供を増やしていく

意図せず著作権侵害等の法律違反にならな

いよう利用環境やルールを整えていく

生成AI特有の誤情報が含まれることを前提

として利用ルールを整えていく

情報漏洩の懸念がない安全な利用環境の構築
等、公開情報以外も入力できる体制を整える

※（）内は、全体の
回答者数に対し、
当該項目を選択
した数の割合

N=424

N=424

※全員（４２４名）に質問



今後、利用範囲が拡大した際に利用したい業務

○今後、利用範囲が拡大した場合には、様々な業務で生成AIを利用したいとの意見があり、中でも回答が多かっ

たのは、「議事録の作成」「挨拶原稿の作成」「その他文章・資料の作成」
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○今後、利用の範囲を拡大した場合、生成AIの技術を利用したい業務を選択してください。
（複数回答） ※全員（４２４名）に質問

7 (2%)

11 (3%)

20 (5%)

130 (31%)

148 (35%)

149 (35%)

184 (43%)

188 (44%)

212 (50%)

227 (54%)

252 (59%)
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特にない

わからない

その他（具体的に）

議会答弁案作成

外部向けアンケートの作成

広報・啓発資料の作成

問い合わせ対応、相談窓口での利用

仕様書など契約関係書類の作成

その他文章・資料の作成

挨拶原稿の作成

議事録の作成

※（）内は、全体の回答者数に対し、
当該項目を選択した数の割合

N=424



今後、検討が必要なシステムやサービス

○生成AIを活用した業務の効率化に効果的なシステムやサービスとして最も多かったのは、「県の規則や情報が
予め学習されたシステム」であり、回答者の約７割が選択

○Officeソフトと連携したシステムや、機密情報を入力しても学習されないシステム、個人のアカウント登録が
不要なシステムについても、効率化に効果的と感じる声が多い
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○今後、生成AIを利用した業務の効率化を進めるには、どのようなシステムやサービスの導入が効果的と感じますか？
（複数回答） ※全員（４２４名）に質問

5 (1%)

14 (3%)

32 (8%)

212 (50%)

214 (50%)

227 (54%)

302 (71%)
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その他（具体的に）

利用に当たり、個人でのアカウント登録が不要で、簡単に利用でき

るシステム

機密情報を入力しても、入力情報が学習データとして使用されない

システム

officeソフト（Word、Excel等）と連携し、資料作成や分析の提案

が受けられるシステム

県の規則や情報が予め学習されており、県が必要としているものに

近い回答が生成されるシステム

※（）内は、全体の回答者数に対し、
当該項目を選択した数の割合

N=424


